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はじめに 

 
昨今の科学技術を取り巻く環境は、極めて多様化しています。 
嬉しいニュースではノーベル賞の受賞もありますし、逆に虚実な疑惑を生んだ研究活動の騒

ぎなどもありました。かつて技術士は、科学の弁護士といわれていた時代には専門域の深いス

ペシャリストでありました。昨今は社会ニーズの多様なことから、多角的なエンジニアリング

や社会性を重んじたマネジメントの深さが要求されています。   
技術士は、技術士法の中で高度な科学技術の知識と経験を有し、その応用能力をもって技術

課題を解決し社会に寄与しなければならないとあります。 
私たち一般社団法人技術士リングネットには、「技術士が行う活動を組織的に支援するととも

に、自ら事業を推進することにより社会に貢献することを目的とします。さらに、我われ技術

士のネットワークは、それぞれの事業を通してプロフェッショナルな結果を生むことにより、

社会に認知され、同時に公益に資することを理念とします」という理念があります。 

私たちは、その理念に立ってプロフェッショナル・エンジニアーを輩出するための教育活動

を積極的に行っています。特に、北海道地域に多くの技術士が輩出されると同時に、社会への

貢献にも挑み続けています。 
 冒頭に述べましたように、今や技術士は、専門域の奥の深さのみを求められるのではなく、

課題をいかに多角的かつ複合的な視点から解決することができるかという能力が問われていま

す。 
皆様が受験する技術士第二次試験は、平成２５年度から科学技術・学術審議会技術士分科会

でも社会動向に照らした技術士の育成が提言され、新たな課題解決型への試験として見直され

た経緯があります。 
そこで私たちは、MBA 称号を持つ技術士を中心に技術士としての技術力は勿論ですが、MBA

で習得した論理的戦略論やマネジメント知識を活用し本書に戦略的視点として導入しています。 
読者の皆様には、きっと本書の価値をご理解され満足していただけることと信じてやみませ

ん。その結果、読者の皆様方が一日も早く技術士第二次試験に合格されることをご期待とご祈

念を申し上げます。 
 
                        執筆者代表 松井義孝（PE,MBA,PhD） 
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本書の戦略的グットポイント 

 

 （１）説得力のある業務経歴票は、口頭試験官に安心感を与えます 

    ☆説得力のある業務経歴欄の書き方は口頭試験にも打ち勝ちます 

業務経歴欄と口頭試験問題を横並べに整理しています 

    ☆説得力のある業務詳細の書き方：論文構成用の論点整理手順書を挿入しています 

     ：体験論文の論点が明確かを検証し 720 字のグットストリーを導いています 

（２）筆記問題は、自分の専門優位性に立つ 3 つの Step 戦術を示しています 
    ☆まず、自分の強みと外部要因を活かすSWOT 分析により自分を捕えて下さい 

    ☆3 つの Step 戦術 

Step-1：自分のテーマを絞るマトリックス・ゾーニング 

Step-2：Step-1 で求めたゾーニングから自分の強みとトレンド性を考慮し 

    筆記試験（Ⅱ,Ⅲ）のテーマを作ります 

Step-3：Step-2 テーマから、自分に優位な筆記試験（Ⅱ,Ⅲ）の出題を作り 

    その論点・論述を整理し論文に導きます 

（３）筆記問題（Ⅱ、Ⅲ）の構成と文章化は、要点整理と分析を論文構成チャート表で 

用意に解決することができます。（最近の A 評価論文を参考資料に用いています） 

（４）必須問題は国土交通白書の各課題を推奨しています 

☆建設部門や農業部門は、政府政策が多用されることが想定されます。 

 多くの設問や白書の穴埋め問題を用い、必ず白書に目を通さざる得 

ない環境下においています 



 
 

 
           
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 演習 技術士第二次試験対策 

    戦略的に勝ち取る技術士の道 

                                                2015.4.1 初版 第1刷発行 

  編 書   一般社団法人技術士リングネット 技術研究センター 

発行者  松井 義孝 

  発行所   一般社団法人技術士リングネット 

      〒060-0008 

       札幌市中央区北8条西24丁目2-3 日新ビル1階 

      TEL 011-699-6428  FAX 011-699-6429 

      E-mail sap.office@pe-ringnet.or.jp 

             URL http://www.pe-ringnet.jp/    

     個人の使用以外の転載・複写は著作権の権利侵害になります 

        General Institution of Professional Engineers Ring Net 

          一般社団法人 技術士リングネット 

               技術を繋げる。技術を伝える。 

      ”人“と”技術“ ここに、スペシャリストがいます。 

  

技術士 

リングネット 

 


